「eきものNPO支援サービス」

和文化のコミュニティ・ビジネスを目差す　愛きもの
愛きものは、価格が不明瞭だと言われるきものの「めきき認証」を確立させ、顧客主導で価格決定ができるインターネットオークションを中心に、誰でも安心して買えるきものを中心とした和装商品のネット小売店です。インターネットを活用し伝統産業の活性化を図る目的で、地域の情報化支援に取り組む特定非営利活動法人日本サスティナブル・コミュニティ・センター（SCCJ）が支援し、愛きものは、2000年6月コミュニティ・カンパニーとして設立されました。

きものインターネットオークションを利用した「eきものNPO支援サービス」

それぞれの思いが詰まっているきものを個人から引き取り、インターネットオークションにかけ、落札された金額を個人に還元しています。愛きものはオークション代行手数料で収入を得ています。（3000円の定額代行料＋落札価格の15%）今回、その仕組みを更に発展させ、誰でも安心してきものを提供してもらい、落札料をNPOに還元することによって、NPO対象資金調達の新たなサービスを展開していこうと考えています。

・若者や海外バイヤーに人気。手ごろな落札価格

中古きものは、大胆な色使いなどで若者や海外バイヤーに人気があります。また、きものは着る目的以外でも、差材として洋服、小物、パッチワーク、インテリア用品などに使われており、中古きものの需要は高まっています。また愛きもののシステムを使った落札価格は平均１万円と安くお手ごろですので、若い人でも気軽に落札してもらえます。

・着物を社会貢献に

きものを提供する人は高齢者が多く、使用していない着物を良い事に使ってもらえるなら､ただで引き取って欲しいという要望が愛きものをスタートしてから根強くありました。

そこで、落札料をNPOに還元し、NPOはそれを運転資金としてお使いいただけ、提供者や落札者は、社会貢献をしたという満足感が得られる「eきものNPO支援サービス」を始めたいと思っています。

・eビジネスを拡大し、同時にNPO支援にもなるビジネスモデルの確立

きものという地域資源をeビジネスに活用し、市民主導の自律型地域経済を目差していきます。

展開としては、NPO、ボランティア団体、女性・高齢者グループなどの市場開拓を「eきものNPO支援サービス」を通じて行い、愛きもののオークション代行料によるビジネスモデルの確立とNPO支援を図ります。

【想定するサービスの種類】

・　SCCJの協力のもと、NPO支援事業委員会をつくり、NPO評価めきき制度を確立させます。

· 愛きもののよるNPO評価めききをクリアした優良NPOの登録を受け付け、この団体の会員や関係者からのきもの落札料から愛きものの代行サービス料金を差し引いた金額を、このNPOへ還元します。

· NPO評価めききをクリアし【eきものNPO支援サービス】に登録されたNPOを、出品者、購入者が指定でき、落札料が還元されます。

· 出品者、購入者ともに販売金額,　購入金額より自分の設定する割合を寄付する事が出来るシステムを構築し、自分だけでなく、NPOにも還元できるようにします。
· 災害や戦争で疲弊した地域に対する金銭的支援をこのサービスを利用して行います。
【運用実験にご協力ください！】

「eきものNPO支援プログラム」の趣旨に賛同し、運用実験に対して協力していただけるNPOを探しています。まずは、会員や関係者に中古きもの提供の呼びかけを行っていただき、きものの落札料を協力していただけるNPOへ還元するシステムを確立したいと思っています。

考えることはたくさんあります。克服する課題もたくさんあります。しかし、このサービスにより中古きものを利用した社会貢献ができるようになります。

どうか運用実験にご協力ください。

【お問い合わせ先】

	愛きもの

post@i-kimono.com

電話 075-223-0800　ファックス 075-223-0886
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	特定非営利活動法人　日本サスティナブル・コミュニティ・センター
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· 「eきものNPO支援サービス」
「e想い」のチェーンコミュニティを形成する












· 落札されない場合、出品者から基本オークション代行料（3,000円）をいただいていますが、「eきものNPO支援サービス」では、落札されない場合でも、「社会貢献」したいという個人の意思を鑑み、代行料を徴収せず、きもの提供のインセンティブをつけます。

· 個人が、特定のNPOへ寄付を依頼する場合、NPOの信用調査を経て、落札料がNPOへ振り込まれます。

· NPOが指定されていない場合、NPO支援事業委員会で、寄付先を決めます。

●NPO評価の確立
NPOへ落札料を還元する際に、明確なNPOの評価が必要であることから「NPOめきき制度」を開発し、個人に安心してきものを提供してもらえるようにしますまた、「NPOめきき制度」だけではなく、寄付者とNPOのオンライン上でのコミュニティを形成し、それぞれのフィードバックを出し合うことにより自浄作用が機能するよう互いの顔が見えるサイトを構築し、NPO支援サービスの運用実験を行います。
●コミュニティ・カンパニーを目指す愛きものの波及効果
情報化によるゆるやかな雇用の創出

【京都ならではのサービス】

かつて１兆円産業だった京都のきもの産業は今では5000億円と半減しています。それに応じて、リストラ人口も急増しており、専門的知識を持った女性・高齢者が多数いる京都室町は、愛きものにとって人材の宝庫です。

インターネットオークションは、様様なアナログ的作業工程（めきき、アイロン仕上げ、写真撮影等）を経て、商品がアップされます。その課程において、きものを熟知している女性や高齢者の果たす役割は大きいです。また、NPO支援サービスにおいても、きものを持っている女性・高齢者への口コミ広報、支援したいNPOのノミネート、NPO評価手法の開発、チャリティ・オークション運用評価、研修会などの運営等、高齢者や女性ならではのコミュニティを活用して、事業を組み立てられます。

キーボード入力やホームページテキストの校正作業などは、SOHO型で高齢者や障害者雇用につなげることができます。同時に、なにか社会にいい事をしたいという女性、高齢者にNPO支援サービス事業の積極的に係わってもらうことができ、生きがいの創出にもなるでしょう。さらに、愛きものの各種事業に参加しながら、高齢者や女性自らの情報化ができるようになることから、障害者、高齢者、女性自身も自分には不要なきものを売ることによって、落札料が受け取れ、収入につながります。


1年半オークション運用の経験を積み、落札されやすい商品展示、売筋商品の見立て、eコマースの基本的ノーハウが蓄積されてきました。設立当初よりインターネットオークションを使った新しいチャリティ構想を持っており、現在構築されているインターネットオークションシステムに機能を拡大し、「eきものNPOサポートサービス」を本格始動させます。愛きものの本来事業として当該サービスを定着させると同時に、NPOめきき委員会をNPO第三者評価機関として独立させ、採算性のある評価格付けビジネスの展開を図りたいと思っています。
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